
［主催］仙台文学館  ［特別協力］一般社団法人宮城芸術文化館、三浦永年  ［企画協力］三上満良　

［後援］朝日新聞仙台総局、　　　　　　　 、毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、

共同通信社仙台支社、時事通信社仙台支社、 　　　　　   、　 　　　　、 　　　　　　  、

　　　　　　        、　　  　　　　 、　 　　　　　　　、三陸新報社

製
本
装
幀
家

ティニ·

ミ
ウ
ラ
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と

開館時間＝9:00–17:00（入場は16:30まで）

休館日＝毎週月曜日（5.4は開館）、4.30［木］、5.7［木］、5.28［木］、6.25［木］

観覧料＝一般810円、高校生460円、小・中学生230円（各種割引あり）

2026  ４.25［土］–6.28［日］仙台文学館  企画展示室

美
し
い
本

特
別
展



『古都』
著者：川端康成　　発行：新潮社（1962年）
表紙：総革装（赤茶のモロッコ革に多様種の革のオンレイ装飾）
見返し：金と銀の特殊革と緑の仔牛革　遊び紙：マーブル･ペーパー
花ぎれ：赤･薄黄･橙の３色の絹糸による手かがり
小口：三方　オリーブグリーンの色染め　　製本装幀：2006年

1 2 3

トークイベント「ティニ•ミウラの製本装幀芸術の世界」
4月25日［土］ 13:30～14:30（受付13:00～）　
ティニ・ミウラのパートナーであり、マーブル･ペーパー制作者･蒐集家でもあ
る三浦永年氏をお迎えし、西洋の製本装幀本について、そしてティニの製
本装幀家としての生涯とその作品についてお話を伺います。
ゲスト 三浦永年（マーブル･ペーパー制作者、蒐集家）
聞き手 三上満

みつろう

良（美術史研究者、元宮城県美術館副館長、本展アドバイザー）
定員  70名（先着）　会場  ２階 講習室
申込方法  4月8日［水］10:00より受付開始
①電話で申込   仙台文学館まで：022-271-3020

②ウェブから申込   当館ウェブサイト内のフォームからお申込ください→

手製本ワークショップ
5月16日［土］  午前の部 9:30〜12:30　午後の部 13:30〜16:30
お持ちの文庫本を解体し、一点ものの上製本（ハードカバー）に仕立て直しま
す。製本の入り口を体験するワークショップです。
講師  mari（製本雨読／手製本作家）
定員  各回6名　対象年齢  中学生以上　会場  2階 講習室
参加費  1500円　持ち物  文庫本を1冊ご持参ください。
申込方法  4月21日［火］締切（必着）    ※申込が定員を超えた場合は抽選となります。
①往復はがきで申込  イベント名･参加希望回（午前の部･午後の部）･住所･氏
名（ふりがな）･年齢･電話番号をご記入の上、仙台文学館にお送りください
（〒981-0902仙台市青葉区北根2-7-1）

②ウェブから申込   当館ウェブサイト内のフォームからお申込ください（上記二次元コード）
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史
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史
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ば
幸
い
で
す
。

ジョン･ジェームズ･オーデュボンの超大型版鳥類図鑑 『アメリカの鳥』
The Birds of America（1827–1838年刊）復刻版を、ティニ･ミウラがデザイン。
（アベヴィル出版社･オーデュボン鳥類学会、1986年）

ティニ・ミウラ  Tini Miura  （1940–2025）   

1940年ドイツ･キール生まれ。製本装幀家。1975年に来日し「アトリエ·ミウラ」（東京）を設立。
1993年、米国製本装幀大学を創立し、学長に就任。2018年、宮城県登米市にて「宮城芸
術文化館」を開館（2023年に気仙沼市に移転）し、同館館長をつとめた。著書に『世界製本装
幀界の巨匠 ティニ･ミウラの世界 1980–1990』（1990年、教育書籍）、『世界の巨匠 ティニ･ミウラ
の手造り豪華本 1990–2015』（2016年、勉誠出版）など。また、アール·ヌーヴォー期のポスター
の蒐集家としても知られ、宮城県美術館などに約700点を寄贈した三浦コレクションがある。

本の見返しなどに使われるマーブル•ペーパーの制作者•蒐集家でもある
三浦永年のコレクションもあわせて展示します。
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※いただいた個人情報は上記イベントのご連絡以外に使用しません
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※いずれもご参加には特別展観覧券または観覧券の半券のご提示が必要です。関連イベント
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で
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る
本

学芸員による展示解説
5月17日［日］、5月27日［水］、6月20日［土］、いずれも13:30～
申込不要・直接３階の企画展示室へ 　※ご参加には特別展観覧券が必要です。

https://www.sendai-lit.jp/8259

川端康成   ノーベル文学賞賞状（1968年制作、複製）

D.H.ローレンス著『鳥、獣、花』Birds, Beasts, and Flowers（クレセット･プレス、1930年刊）   製本装幀：2014年 
本を保護するスリップケース（1）とシミーズ（2）付き。遊び紙はティニ･ミウラによるオーローグラフの装飾紙（3）。
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〒981-0902 宮城県仙台市青葉区北根2-7-1
電話022-271-3020　FAX 022-271-3044    
https://www.sendai-lit.jp/

この印刷物は「雑がみ」と してリサイクルできます。

［バス利用の場合］  ※いずれも「北根二丁目・文学館前」　下車後、徒歩５分 
● 宮城交通バス＝仙台駅西口バスプール2･3･4･6番乗り場    仙台北・泉地区方面行（北山トンネル経由を除く）  
● 仙台市営バス＝仙台駅西口バスプール6番乗り場　八乙女駅行  　

［地下鉄利用の場合］  ● 地下鉄南北線「台原駅」下車、南1番出口より徒歩約25分（台原森林公園内あかまつの道経由） 

※山道です。雨天時は道が滑りやすくなりますのでご注意ください。 　
［駐車場40台（無料）］  ● 台数に限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

（公財）仙台市市民文化事業団

仙台文学館
今
後
の
展
覧
会 

こ
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館
え
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こ
ど
も
の
ほ
ん
の
森
へ
」
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『千羽鶴』
著者：川端康成　
発行：筑摩書房（1952年）
表紙：総革装（濃青紫のモロッコ革と白と赤の山羊革に金･プラチナ箔などの箔押し装飾）
花ぎれ：紫･薄紫･薄青紫の３色の絹糸による手かがり
小口：三方　オリーブグリーンの色染め
製本装幀：2002年

［表紙］
『風の又三郎・宮澤賢治作品集』
著者：宮澤賢治　
発行：東京八雲書店（1943年）
表紙：総革装（濃茶のモロッコ革に様 な々特殊革のオンレイ装飾）
見返し：金の特殊革
花ぎれ：金の特殊革と赤の仔牛革
製本装幀：2005年




